特殊入浴装置仕様書（1）
１　物品名及び数量

1 A77R アビット（新湯）・・・・・・・・・・・・・・・２台

２　仕様（以下の条件を満たす事）

・浴室広さと入浴時の作業動線を考慮し、浴槽外形寸法は全長１４００ｍｍ（タンク含む）、幅１０００ｍｍ、高さ１０５０ｍｍ以内であること。
・入浴者の転倒を予防し、介護者及び入浴者双方の負担を軽減するため、浴槽縁をまたぐ必要がない形状であること。

・入浴者が肩まで浸かることができ十分な入浴感を得られるよう、浴槽有効水深は４７０ｍｍ以上あること。

・中腰での介護を極力なくし介護者の腰痛を予防するため、入浴介護時の浴槽縁の高さは９４０ｍｍ程度であること。
・収納時の浴槽扉部は、足の接地時にかかとを体の中心部まで引くことができる形状とし、浴槽扉部がふくらはぎに当たることによる不快感がなく、立ち上がりを容易に行えること。
・手すりが標準で２本装備されていること。使用しない時には入浴及び清掃等の邪魔にならないよう収納式であること。
・挟み込み事故を防止するため、扉部上昇時に負荷がかかった際には動作を停止し、同時に報知音及びパネルのエラー表示により注意を促す安全機構を有すること。

・給湯、たし湯及びシャワーの温度設定は、経験や勘に頼ることなく行える電子制御ミキシング方式であること。
・入浴者の安全のため、タンク給湯、タンク内、浴槽内、シャワー（又はたし湯）の湯温をそれぞれ実温にてデジタル表示できること。適正外の温度になるとそれぞれ表示点滅により知らせる温度管理システムを有し、かつ高温異常の場合にはスイッチを無効にする機能を有すること。
・誤操作の防止及び安全確保のため、音声アナウンスにより動作を知らせる機能を有すること。
